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令和 6 年度自己評価 

1 学校の教育理念、教育目標 

 本校は、教育理念として建学の精神「克己」「努力」「奉仕」を掲げ、教育基本法、学校

教育法ならびに理容師法および美容師法にもとづき、理容・美容等に関する知識と技能を

習得せしめ併せて人格の徳性を育て、もって優秀なる理容師・美容師を養成することを目

的とする。 

建学の精神を基に、自ら考えて行動することのできる、社会に貢献できるような「人財」

の育成に取り組んでいる。 

建学の精神 

「克己」…おのれに克(か)つこと。 

「努力」…目標を実現するために、心や身体を使ってつとめること。 

「奉仕」…報酬や見返りを求めずに労働や行動を行うこと。 

 

２ 令和 6 年度目標 

大きく２つの目標を掲げる。一つが「国家試験合格率のさらなる向上」、もう一つが「理美

容甲子園大会など外部コンテストでの上位入賞」。 

 

国家試験合格率の向上 

国家試験科目についてはコロナ禍より感染拡大防止の意味もあり全リモート授業というこ

とで行っていたが、より理解力を高められるように期末試験前と後の授業について対面で

実施することとする。講師も目の前に学生が居ることで、どれぐらい学生たちが理解してい

るのかということを把握しやすくなる。 

 

2 年生においては令和 6 年度より「国家試験合格対策」を実施。７月から全５回「筆記模

擬試験」を行う。実施にあたっては平日ではなく土曜日に５回、学生たちに学校に通って

もらい国家試験と同じ時間帯に本番を意識させながら取り組ませる。合格基準も国家試験

と同じで行い、全５回中３回、合格することを条件にして、学生たちには国家試験受験資

格を与えることとする。 

 

理美容甲子園大会など外部コンテストでの上位入賞 

理美容学生の競技大会である理美容甲子園大会入賞を目指し、理容科においては「競技技術」

の授業を 1 年次と 2 年次に計 240 時間を設けている。美容科においては 1 年生の 1 学期に

アップとマツエクの基礎を学び、2 学期からは理美容甲子園大会の種目別（ワインディング・

カット・アップスタイル・まつ毛エクステ・ネイルアート）に出場希望学生を分け、理美容

甲子園大会に出場した経験のある卒業生らを講師として招き 1 年次に 60 時間、2 年次に 60

時間の計 120 時間学ぶ。 

また美容科においてはフォトスタジオとして改築したＷ３教室を生かせるようフォトの授

業を２学期と３学期に計６０時間設け、外部のフォトコンテストなどへ積極的に出場する。 

理容科においても県理容組合主催の競技大会などへの出場を促し、上位入賞を目指す。 

 

 



3 評価項目の達成及び取組状況 

 

 

 

 

 

（１）　教育理念・目標

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・学校の理念・目的・育成人物像は定められているか
　（専門分野の特性が明確になっているか）

4

・学校における職業教育の特色は何かを把握しているか 3

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3

・学校の理念・目的・育成人物像・特色・将来構想などが
　学生・保護者等に周知されているか

3

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界の
ニーズに向けて方向づけられているか

3

①課題

②今後の改善方策

・オン・オフの切り替えが出来るとより良いのか思うので明確な課題を一人一人に与えて改
善すること

・優しくて思いやりのある学生が多いとは思います。ただ学生気分が抜けるのが遅い
・時間を守って動くこと

（２）学校運営

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・目的等にそった運営方針が策定されているか 3

・運営方針にそった事業計画が策定されているか 3

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか
　有効に機能しているか

3

・人事、給与に関する規定等は整備されているか 3

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 3

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 3

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 4

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3

①課題

・教職員の業務の見直しや情報の共有の徹底が必要だと思う

・出席管理等、一部はシステム化しているがほぼ全体の業務がシステム化されていない

②今後の改善方策

・密な情報の共有が極めて大事に行う

・早急なシステム化



 

 

（３）教育活動

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 3

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に
　対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

3

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 3

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の
　工夫・開発などが実施されているか

3

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの
　作成・見直し等が行われているか

3

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技、
　実習等）が体系的に位置づけられているか

4

・授業評価の実施・評価体制はあるか 3

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 3

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 4

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保
しているか

3

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなど
マネジメントが行われているか

3

・関連分野における先端的な知識・技能等を取得するための研修や教員の指導力育成など
資質向上のための取組が行われているか

3

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 3

①課題

②今後の改善方策

・新入職員にもExcel・Word・PowerPoint等のパソコンスキルの研修に参加させる

（４）学習成果

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・就職率の向上が図られているか 3

・資格取得率の向上が図られているか 4

・退学率の低減が図られているか 4

・卒業生・在校生の社会的な活躍および評価を把握しているか 3

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 4

①課題

・数年後の卒業生の活躍がわかるシステムがあればいいと思う



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）学生支援

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4

・学生相談に関する体制は整備されているか 4

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか 3

・課外活動に対する支援体制は設備されているか 3

・学生の生活環境への支援は行われているか 3

・保護者と適切に連携しているか 4

・卒業生への支援体制はあるか 3

①課題

・社会人になった時に苦しんでいる子が多いイメージ

（６）教育環境

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3

・学校内の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を
整備しているか

3

・防災に対する体制は整備されているか 3

①課題

・災害時の建物対策が少し不安がある

・窓にひび入っていたり、かべがはがれているなどしている。道具をなおすラックが足りていない

・プラクティスのシャンプー台が壊れている。水が流れないや水圧が弱いなど問題点

②今後の改善方策

・今すぐではないが、耐震などの強い工夫が必要だと思う

・修理して頂きたい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）学生の受け入れ募集

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・学生募集活動は、適切に行われているか 4

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4

・学納金は妥当なものとなっているか 4

①課題

・募集人数が埋まっていないのが課題

②今後の改善方策

・新規高校のガイダンスの強化や情報発信を今以上に高める

（８）財務

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3

・財務について会計監査が適切に行われているか 3

・財務情報公開の体制整備はできているか 3

①課題

②今後の改善方策

・一般職員にも分かる財務情報の公開

（９）法令等の遵守

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適切な運営がなされているか 4

・個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 4



 

 
 

5 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 年間の事業計画や自己評価項目については概ね適切である。次年度においては今年度の

課題や改善点ならびに反省点を考慮し踏まえつつ、さらなる評価向上に向けて一人一人の

教職員がより高い意識を持って取り組むべき。また検定・資格取得、国家試験合格だけでは

なく、将来のための職業教育に傾注しながら、より良い学びを提供できるよう教職員一丸と

なって努めていく必要がある。 

（１０）社会貢献・地域貢献

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3.5

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 3.4

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に
実施しているか

3.4

①課題

・今年度から職業訓練性をもっと周知させたい

②今後の改善方策

・県やハローワークと密にしていくことで、今以上に社会貢献につとめたい

・イベント参加のボランティア以外に清掃活動等、身近で出来る事をやってみる

２．自己評価

（１）達成度

評価項目
適切：4　ほぼ適切：3

やや不適切：2　不適切：1

・学校の教育目標 3

・本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標・計画 3

・仕事・役割分担、掃除分担 3

（２）問題点・改善案、気になる点、疑問など何でも書いてください。

・卒業生の教科書は、学校に寄付ではなく持ち帰らせてほしい。（こちらでゴミに出しているため）

道具も十分足りているので、必要（学校して）なものだけ寄付という形にできたらと思います。
(WDペーパー、ウエーブのローション、ハサミなど）


